
助成終了後、
報告会等で
集まりフォロー

3年後、
プロジェクト
リーダーの育成
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今
回
、大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
た
理
由
を
、「
地

球
環
境
基
金
あ
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

の
地
球
環
境
基
金
課
担
当
者
２
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
基
金
の
仕
組
み
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
な
い
も
の

の
、こ
の
20
年
で
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
数
や
質
が

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た
り
、一
般
市
民
の
環
境
意
識
も

向
上
す
る
等
、基
金
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。未
来
に
向
け
て
基
金
の
あ
り

方
を
再
検
討
す
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
、助
成
や

研
修
メ
ニュ
ー
、評
価
方
法
、人
件
費
の
支
出
、事
務

手
続
き
等
、さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
見
直
し
ま
し

た
」（
中
田
）

　

今
回
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
検
討
だ
け
で
は
な
く
、他
の
ド
ナ
ー
や
有

識
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
複
数
回
に
わ
た
る

勉
強
会
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
経
て
協
議
を
重
ね
ま

し
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
、ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
策

定
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、明
文
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
先
の
20
年
を
見
据
え
、

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
具
体
的
な
強
化
策
と
目
指

す
社
会
像
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、基

金
が
支
援
す
べ
き
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
姿
を
ミ
ッ

シ
ョン
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。こ
の
ビ
ジ
ョン
と
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、助
成
メ
ニュ
ー
等
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
」（
﨑
枝
）

　

助
成
金
を
受
け
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、最

も
注
目
す
る
の
は
助
成
メ
ニュ
ー
の
改
革
で
す
。こ
れ

ま
で
は
、「
入
門
助
成
」「
一
般
助
成
」「
特
別
助
成
」

と
い
う
３
メ
ニュ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ

れ
が
よ
り
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
助
成
メ
ニュ
ー
を
細
分
化
し
た
の
は
、助
成
目

的
や
成
果
を〝
見
え
る
化
〞す
る
た
め
で
す
。新
た

に
加
わ
っ
た『
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
助
成
』や『
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
助
成
』等
は
、目
的
や
対
象
活
動
を
絞

り
込
む
こ
と
で
、助
成
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
示

し
て
い
ま
す
。ま
た
、原
則
１
年
間
だ
っ
た
入
門
助

成
の
期
間
が
、進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
最
大
３
年
間

可
能
と
な
っ
た
の
も
大
き
な
改
革
で
す
。特
に
、フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
助
成
は
金
額
も
期
間
も
か
つ
て
な

い
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、日
本
の
環
境
問
題
解

決
の
た
め
に
社
会
の
仕
組
み
か
ら
変
え
て
い
こ
う

と
い
う
意
欲
の
あ
る
団
体
の
登
場
に
期
待
し
て
い

ま
す
」（
中
田
）

　

も
う
一つ
の
注
目
点
は
、「
若
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」を
明
確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
で
す
。

　
「
内
閣
府
の
市
民
活
動
団
体
等
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
携
わ
る
人
の

年
齢
層
は
50
〜
60
代
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、10
〜
40
代
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。次
世
代

を
担
う
若
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
何
と
か
育

て
た
い
と
考
え
、新
た
な
仕
組
み
を
用
意
し
ま
し

た
。そ
れ
が
、助
成
事
業・振
興
事
業・他
団
体
と
の

交
流
の
３
つ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
支
援
。複
数
年

の
助
成
で
は
対
象
者
の
活
動
推
進
費（
人
件
費
）を

支
出
す
る
と
と
も
に
、年
数
回
の
研
修
講
座
を
受

講
し
、さ
ら
に
意
見
交
換
会
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

く
。と
に
か
く
、包
括
的
に
支
援
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
」（
﨑
枝
）

　

今
回
の
見
直
し
で
は
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価

方
法
と
、地
球
環
境
基
金
と
他
団
体
等
と
の
連
携

も
見
直
し
ま
し
た
。

「
助
成
団
体
が
よ
り
良
い
成
果
を
出
す
た
め
に
、

事
前・中
間・事
後
の
３
段
階
で
活
動
の
内
容
を
評

価
し
、特
に
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
団
体
は
表
彰

す
る
予
定
で
す
」（
中
田
）

「
ま
ず
は
他
主
体
と
の
連
携
。地
球
環
境
基
金
と

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス（
Ｅ
Ｐ
Ｏ
）等
、他

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
を
検
討
中
で
す
。

地
球
環
境
基
金
自
ら
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
」（
﨑
枝
）

　

地
球
環
境
基
金
は
今
後
も
進
化
し
続
け
ま
す
。

持続可能な社会の構築に向けて
～NPOと企業・行政との協働・連携～

特
集

ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
策
定

助
成
メ
ニ
ュ
ー
の
目
的
化
と
多
様
化

若
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

お
互
い
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

改
革
に
至
る
背
景

3 若手プロジェクトリーダーの育成・パッケージで支援 2 助成メニューの目的化と多様化

3
参
照

●
下
図

1
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照

●
下
図

2
参
照

●
下
図

4
参
照

●
下
図

1 地球環境基金のビジョンとミッション

入門助成

特別助成

一般助成

復興支援助成

入門助成

一般助成

特別助成

26年度以降25年度まで

フロント
ランナー助成
（3年＋2年）

プラット
フォーム助成

助成事業の若手プロジェクトリーダー活動推進費を助成

4 連携の強化・多様な力とノウハウを結集

助成プロジェクト
自己評価会議への参加を検討

EPO

目的

ドナー間
意見交換会の開催

他の
ドナー

ネットワーク研修の実施
（自治体職員、企業担当者向け）

他の
ステーク
ホルダー

助成金説明会後に
地域企業との情報交換会を開催

企業NGO
NPO

　これからの社会は、市民一人ひとりの思いや志を、行動に変え、様々な環境諸課題を解決することが大切です。
　環境NGO・NPOは、現場での活動を通じて、こうした一人ひとりの取り組みや声、行動を結びつけ、社会の共感
を得ながらその取り組みの輪を広げ、良好な環境の創出につなげるという、大きな役割が期待されています。
　活動の輪の広がりは、それぞれ特有の生活、文化、経済を背景とした地域でのものから、多様な考え方や生活文
化を持つ人々が関わる国際的、地球的規模のものまで、様々なレベルで必要となっています。その核となるべき環
境NGO・NPOの活動もまた、多様なものになることが期待されています。
　地球環境基金は、環境NGO・NPOの自主性、自立性、多様性を尊重しつつ、他の支援組織や事業者、行政と協力
し、その活動を支援することを通じて、私たちの将来の世代に、豊かに生きる基盤である地球を引き継ぐことができ
る、持続可能な社会の実現に貢献します。

地球環境基金の改革内容を説明する地球環境基金課の
中田孝之（右）と﨑枝京子（左）

そ
し
て
未
来
へ
。地
球
環
境
基
金
の
今
後
を
展
望
す
る
。

ビジョン

昨
年
、創
設
20
周
年
を
迎
え
た
地
球
環
境
基
金
。さ
ら
な
る
20
年
に
向
け
て
基
金
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
｜
、

私
た
ち
は「
地
球
環
境
基
金
あ
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
発
足
さ
せ
、

約
９
カ
月
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、い
く
つ
か
大
き
な
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Vision

【ビジョン】Vi s i o n

【ミッション】M i s s i o n
１.　環境NGO・NPOは、持続可能な社会づくり、環境保全に欠かせない存在となってきました。今後、さらに資金
力の強化及び、専門力、提案力、動員力、発信力など、活動を支える力を強化すること、また、各々が自主性、自立
性、多様性を尊重しつつ、他の主体との連携・協働を強化することなど、その機能を高めていくことが重要です。
　その活動が充実するにつれて、市民から共感・信頼を得、活動がより大きくなり、経済や社会を変え、よりよい
環境を作り出していくことが期待されます。

　　そうした期待に応え、共感・信頼される環境NGO・NPOが質的にも量的にも充実するよう、また、機能強化につ
ながるよう地球環境基金は支援の拡充を目指します。

２.　持続可能な社会には地域での取り組みが欠かせません。地域作りを担い、地域に貢献できる活動を大切にす
るとともに、その地域活動が各主体との連携・協働などにより「孤」から「環」に広がるよう地球環境基金は、環境
NGO・NPO を支援して参ります。

　　また、環境問題は国境を越え、地球大につながっています。取り組みの環が世界へとつながり、広がっていくよ
う、地球環境基金は、国際的視野をもって、環境NGO・NPO を支援していきます。

・事業計画の設定
・活動終了時の自立に
　向けた目標設定

新たな研修事業として助成団体
対象者向け「プロジェクトリーダー」
育成研修を創設

意見交換会
情報交換会研修受講目標設定

若手
プロジェクト
リーダー

地域活動の種を育て、地域
に根付いた活動を中心に、
地域からの環境保全のボト
ムアップの充実を目指す支
援制度（原則1年）

課題解決能力等に磨きをか
け、より効果的な活動の展
開を実現し団体組織のステ
ップアップを目指すための
支援制度（最大3年間）

日本の環境NGO・NPOが
中心となり、市民社会に新
たなモデルや制度をつく
るための支援制度（原則3
年間）

日本の環境NGO・NPOが
横断的に協働・連携し国際
会議等で意見表明を行う等
の大きな役割を果たすため
の支援制度（最大3年間）

東日本大震災被災地にお
ける環境保全を通じた復興
に資する活動への支援制
度（最大3年間）

国連ESD（持続可能な開発
のための教育）の10年の
締めくくり会合（総括会合）
に関連する活動を支援する
制度（原則1年間）


